
「メニエール病といわれて」匿名希望 37 歳 島根県 

 
私がメニエール病と診断されて、３年が経つ。最初にめまいが発生したのは１０年位前

に起こりその時は「疲れが出たのだろう。」と思っていた。 
 
（現代の医学が科学でない一つの証拠が“疲れが出たのでめまいが発生する”という考

え方であります。つまり本当の医学は“疲れが出たことでなぜめまいが出るか”を説明し

なければならないのです。現代の医学はヘルペスの症状、例えば口唇ヘルペスや性器ヘル

ペスが出るのは疲れのためであるというだけで、なぜ疲れがヘルペスの症状を出すのかに

ついては一言も触れません。 
 
実は疲れるほどに神経と肉体を酷使し頑張っている間に、副腎皮質ホルモンであるステ

ロイドホルモンをたっぷり出し続け、その結果免疫が抑制され続け、体内の神経節に隠れ

ていたヘルペスウイルスが増殖するのです。しかしながらヘルペスウイルスが増殖するだ

けでは症状は、つまり病気は一切出ないのです。この事実を世界中の医者の全てが気づい

ていないのです。症状が出るのは、ヘルペスという敵を免疫が認識して初めて戦いが始ま

り病気として認識されるのです。言い換えると、病気は免疫の働きが強くなり、敵から人

体を守ろうとする正しい働きなのです。病気は良いことなのです。言い換えると、目に見

えない敵を見えるようにさせているのです。にもかかわらず、現代の医療はこの免疫の働

きを抑えて病気を隠そうとするだけで、結局命を助けてくれる免疫の働きをいじめている

だけなのです。医者はこのような治療を医学と称し、医学に 100％無知な大衆は、病気の

意味を知らず症状だけを楽にしてくれれば、それでご満悦なのです。両者とも大間違いを

しているにもかかわらずにです。悲しいことです。 
 
成人病についても同じことが言えます。成人病の原因は極めて単純であるにもかかわら

ず、愚かな医学者たちは遺伝子がどうだとかこうだとか、いかにも素晴らしい医学研究を

やっている振りをしますが、根本原因は人体にとって必要以上のエネルギーを摂り過ぎて、

つまり贅沢をしすぎて過剰な栄養物を人体の様々な組織に蓄積付着させ、その結果成人病

が出るのです。糖尿病がそうであり、肥満症がそうであり、動脈硬化症も同じことです。

つまり過剰に食べなければ成人病は起こりえないのです。この事実を医学者たちは絶対に

口にしません。なぜでしょうか？皆さん、自分で考えてください。） 
 
その後も年に３～５回くらい発生し、めまいはきついが、２時間程度寝れば、けろりと

回復したものだった。本格的にかかったのは、３年前のある日耳鳴りがして「おかしいな？

でも大したことはないだろう。」と特に痛みも感じなかったので、そのまま１週間が過ぎた。



1 週間が過ぎても耳鳴りが、治まらないので、病院に行き検査をしてもらったところ、特に

病名は言われず薬をもらって帰った。 
 
（この世に原因の分からない病気は何もありません。病院で検査をするのも、原因を知

るためでありますが、いくら CT を撮ろうが、聴力検査をしようが、他のいかなる検査を

しても内耳神経に巣食っているヘルペスウイルスを見出すことはできません。現代の医療

が検査医学に堕落しているのは、めまいの検査だけではありません。近頃は検査医学のた

めに CT や PET をどんどん設置して、無駄な医療費を無限に高騰させています。一介の開

業医が何の検査もせずに分かる原因を、大病院でいかなる検査をしても分からないという

事実が医療費の高騰を招いています。悲しいことです。この医療費は誰が負担するのでし

ょうか？しかも検査をしても、病名も言われずに、ろくでもない薬を投与されるだけです

から、このような病院の存在価値もさらにないわけです。） 
 
それから半年くらいたってからだろうか、急に耳鳴りの音が大きくなり、（何か危険を感

じるくらいだったと思う。）めまいがして、寝込んだ。次の日、けろりと会社へ出勤したが、

またそこでもめまいが起こり、緊急外来で点滴騒ぎになった。 
 
（このときに入れられたステロイドが、さらに内耳神経のみならずあらゆる感覚神経に

たむろしているヘルペスウイルスを増やすことになるのです。私の真実の医療はこのよう

にして間違って作られた医療が原因である病気を治すことであります。このような医原病

がなくなれば、私も飯の食い上げとなりますからありがたいことです。ワッハッハ！それ

でも病気を治す事が本分である病医院が病気を拡大再生産していることは、許せないこと

だとは思いませんか？） 
 
それからが、メニエール病との始まりだった。今までは、すぐ治まると気楽に考えてい

たのだが、この３年間は、特に冬の時期になると、一度発作が起こったら、3 日から 1 週

間休んだり出たりの繰り返しだった。 
 
（人間は動物ですから、冬は休息の体勢になり、副交感神経優位となり免疫が上がるた

めに、ヘルペスウイルスを見つけ出しやすくなり、戦いの症状がメニエールとして出現し

やすくなるのです。） 
 
頻繁に休むようになると会社に迷惑をかけている手前、上司の寛大なフォローに感謝し

つつも、肩身が狭くなり元気が無くなっていった。発作が起これば以前みたいに回復しな

い、投薬治療を続けるも何の効果もなく、閉塞した不安な日々を送った。 
 



（この投薬の内容が何であるかは分かりませんが、免疫を抑える薬であることは言うま

でもないことです。しかしながら内耳神経の前庭神経に増殖しすぎたヘルペスウイルスと

の戦いで傷ついた神経の異常な電気信号が出続けるために症状が取れないことがあるので

す。） 
 
たまの休日ももし外で発作が起こったら…、ここで遊んで明日会社で起こったらまずい

ので休養日にしよう。などと、負の考えが常に頭にしこりのようにあったので、外出どこ

ろか友人にも会わなくなり塞ぎ込んでいった。この３年間、だましだまし会社に出ては休

みを繰り返していたのだが、常にあのメニエールという病が影のようにまとわりついたの

で、発作のないときでも心のどこかに発作への不安があったので、業績も下降、失敗も増

えた。そしてついに、客先で倒れてしまった。今までは、社内のトラブルということで何

とか収まっていたが、客先で迷惑をかけてしまったので、社内問題になり長期休みという

ことになった。休み始めのころは、倒れたことによるショックと、不治の病なのだという

出口のない閉塞感から、このままやめてしまおうかという気持ちが大半を占め悶々とした

日々が続いた。家族に退社すると話を告げ、何度も何度も話あった。 
 
（この世に不治の病などというのはあり得ないのです。生まれつき異常な遺伝子を持た

ない限りは。） 
 

結果、休職願いをだしその間、“体を治す”ことに専念してからでも遅くはないのではと

いう結論に達し、その旨を会社に告げ受け入れられ、晴れて治療に専念することになった。 
それから、メニエール病に対して本格的に向き合うことが始まった。 

まず最初にインターネットでウエブサイト、ブログなどを片っ端から読み漁り、遠方の医

者や通販商品など手当たり次第に試した。 
 
（これだけ情報が簡単に手に入る時代であるにもかかわらず、真実の情報が漢方松本医

院だけだったというのが不思議です。私のホームページ以外の他の情報は全てガセネタで

あり、宣伝のための間違った情報に過ぎなかったのです。情報の真否について責任を持た

なくて良いのもおかしな話です。つまり嘘をついて患者の不利益になっても、責任を取ら

なくても利益を食い逃げできるのもおかしい話ですが、当局は一切不問のままにしている

のも困った話です。） 
 
その中で出会ったのが「漢方松本医院」だった。きっかけは、どこかのウェブサイトか

ら「難聴とめまい」だったかの手記を読み、松本先生に治してもらった。と書いてあった

ことだった。 
 



とにかく行って診てもらおうと、平成 22 年 5 月、「松本医院」を訪問した。受付をすま

せ待ってる間、患者の実体験が記述されているレポートを読みながら、「○○は免疫作用を

低下させる！」「当院はステロイド治療をしない。」などいたるところに掲げてある雰囲気

の中、受診の順番を待った。 
 
（病気を治すのは免疫だけであり、免疫を低下させる全ての医薬品は毒薬です。病気を

治すのは医者でも薬でもなく、患者自身の免疫であります。） 
 
名前を呼ばれ診察室に入ってみると、いきなり先生が「ようこそ島根県から、ご苦労さ

ん、俺が絶対治すから大丈夫。治らない病気はない！」と大きな声でおっしゃった。 
 
（治らない病気はないというよりも、より正確には“患者さんの免疫で治せない病気は

ない”と言うべきなのです。私が治しているのではないのです。いい格好をしすぎてごめ

んなさい。） 
 

病気の原因や治療法を説明されてたと思うが、インパクトが強かったせいかあまり覚え

ていない。ただ、「自分の病を勉強せなあかん。まずは、敵を知ることや。」という言葉だ

けが頭に残っていた。 
 
（全世界の医学者たちはあらゆるメディアを利用して真実よりも自分たちに都合の良い

情報を四六時中流しまわっています。全世界の人にとって健康や病気ほど関心のあるもの

は他にないものですから、TV の医学番組は常に高い視聴率を記録しています。このような

番組から得られた情報は、全て製薬メーカーにとって都合の良いものとなっていますから、

常に真実が隠蔽されてしまっているのです。なぜならばこのような番組のスポンサーは製

薬メーカーであるからです。 
 
このような情報で洗脳された患者さんの間違った常識を入れ替えさせることがどんなに

困難なことであるかはお分かりでしょう。ちょうど非常事態を 30 年間も続けてきたエジプ

トのムラバク大統領がやってきた情報統制と同じことです。真実を隠し暗黙の知的暴力に

より、彼は国民の金を 30年間で 6兆円も稼ぎ、スイスの銀行にこっそり預けていたのです。

何年か前のフィリピンのマルクス大統領のやったことと同じことです。やはり自己の快楽

を最大限に増やすのはお金ですから、あらゆる歴史の権力者のやってきたことと同じこと

を彼らはやっただけです。常に国民のためだと言いながら、やっていることは金儲けだけ

です。悲しいことです。 
 
人間の遺伝子は最大限のエゴを満たすために罰せられない限り永遠に悪行を続けるでし



ょう。特に権力だけではなく人間の全てが欲しがる金の前には真実はイチコロです。この

ような歴史は人間が生きている限り永遠に続くでしょう。あぁ悲しいことです。同じこと

が医薬業界で行われているにすぎないのです。しかも医療界の暗闇は永遠に続くことも予

言します。なぜならば一般大衆は医療界の真実を誰一人として知ることができないからで

す。世界中の患者は損していることや騙されていることをエジプトの大衆のように知るこ

とができないのです。人類が絶滅しない限り医療界の嘘は続くでしょう。私の生き方は真

実に基づき真実を遂行して、報酬としてお金はいただく生き方であり、今後も死ぬまで続

けるつもりです。） 
 
「絶対に治る！」と言い切ったのは先生が初めてだったので、「こんなこと言う先生は今

までなかった。なんかようわからんが、試してみるか。」と納得し、近くの薬局で煎じ薬と

錠剤をもらって、島根に帰った。 
 
（現代医療は治さなくても金が儲かるようになっているものですから、私が“絶対治る”

という当然の医者の務めを患者に対して明確に大声で言うと戸惑うというところが問題な

のです。間違いが世界を支配している限り、真実は嘘になってしまうのです。残念です。） 
 
5 月から発作もなく安定した毎日を送り、煎じ薬を毎日 3 回飲む毎日が始まった。自分

の病気について調べ、改善したことは、十分な睡眠をとり、毎日規則正しい生活をする、

塩分を控えた食事の摂取、暴飲暴食をやめ、ヨーガを始め、部屋の模様替えをした。 
 
（ここでさらに注意しておきたいことがあります。症状は免疫の回復により敵と戦う力

を取り戻すことによって生ずるものですから、身体や精神を休める自宅療養を始めると、

免疫の回復によるリバウンドが出現し、なおさら症状が出ることがあります。彼の場合は

実は同時に抗ヘルペス剤を投与していたので症状が楽になったのです。） 
 
とにかく、「睡眠をとることと、失った免疫を元にもどす」ことを目標に毎日を送った。

薬を飲み始めて３週間くらいたったある日の昼に、突然ぐらっとめまい発作が起こった。

「また、始まった。」一気に悪夢に落ちていくような感覚になり、また地獄へ逆戻りなのか

…、薬を飲んでいたのに発作が起こったことにショックと不安を覚えすぐ先生に電話した。 
 
（このような状況が生じるので、患者さんに常に連絡が取れるように私の携帯電話の番

号を教えています。さらに何か困ったことがあれば私と連絡を取るようにと伝えていま

す。） 
 
毎日、欠かさず薬を飲んでいる、めまいが起こったが 15 分間で寝込むほどではなかった。



と、症状を伝えると先生は落ち着いた様子で、「あんたの免疫力が回復しはじめたから、耳

の神経に隠れていたヘルペスが敵と判断し、発見した攻撃し始めたからだ、寝込むほどひ

どくなかったことは免疫が回復しつつあるからだ。」と診断された。そうなのかと思ったが、

やはり不安はぬぐい去れず、気持ちも後退し、宙ぶらりんの状態のまま数日が過ぎた。そ

の後、少しずつだが気分も前進させるようと気持ちを切り替え２か月が経った。この間に

起こっためまいの発作は、症状も最初の時のと同じで連続して 4 回だった。必ず治す、こ

の煎じ薬は絶対に効くと信じて飲み続けた。 
 
（漢方煎じ薬は患者さんの免疫を上げることができ、抗ヘルペス剤は患者さんの神経細

胞に隠れているヘルペスウイルスを増殖できないようにしているだけであり、目の前にい

るヘルペスを殺すのは自分の免疫だけなのです。殺し合いをするときにめまいなどの症状

がでるのです。ヘルペスについてはここを読んでください。） 
 
現在は仕事に復帰している。7 月からの症状は前の年の記録と照らし合わせてみると格段

に減った。特に症状がひどくなる冬の季節の 9 月から 2 月に至っては、一度も倒れること

もなく会社を休んでもいない。 
 
（150 年間も原因不明といわれているメニエールも突発性難聴も全てヘルペスと免疫と

の戦いの結果生じた正しい症状であるにもかかわらず、誰もこの 150 年間知らなかったこ

とが不思議です。現代の免疫学の真実を勉強すれば、原因の分からない病気などはあり得

ないし、従って治らない病気というのはあり得ないのです。にもかかわらず全世界の医学

者は、真実や患者に目を向けるよりも製薬メーカーに目を向けているので、いつまでもい

つまでも人体の救世主である免疫をいじめまくっています。残念です。なぜならば製薬メ

ーカーが作る免疫を手助けする薬はワクチンと抗生物質と抗ヘルペス剤だけであり、それ

以外の薬は全て免疫を抑えるだけだと言っても過言ではないからです。 
 
抗ヘルペス剤の発明をしたガートルード・エリオンに対してノーベル賞が授与されたの

ですが、本当に素晴らしい功績だと思います。最後に残された人間の敵であるヘルペスに

対して、抗ヘルペス剤があるからこそ治らない病気はなくなってしまったと言えるからで

す。万歳！ガートルード・エリオン！なぜ私がガートルード・エリオンをこれだけ讃える

かというと、アトピーのリバウンド治療に見られる重篤なカポジー水痘様疱疹もヘルペス

ウイルスによるものだからです。カポジーを乗り切るときも抗ヘルペス剤が絶対に必要で

あるからなのです。） 
 
楽になった。本当に楽になった。（本当に良くなってくれてありがとう。） 
 



今は、積極的な精神を持つことをこころがけて、毎日を過ごしている。もし再び発作が

起こったら…その恐怖に対しては、気にはしているが不安はない。なぜなら病気の原因が

分かっているからだ。 
 
（この患者さんは一般大衆から抜き出た人です。病気の原因が長い間教えられていなか

ったので、常に暗闇を歩いているようなものでした。しかしメニエールの原因がヘルペス

と免疫との戦いの所産であることを知った今では何も恐れることがないことに彼は気がつ

いたのです。ただ今後とも免疫を落とすような生活を避けることが一番大切なのです。オ

ーバーワークは避ける。睡眠を十分とる。規則正しい生活をする。ストレスを避ける。こ

れらがどうして免疫を上げるかについて説明しましょう。一言で言えば、人間の生理的な

ステロイドホルモンの量を増やすことがないからです。人間の正常な生理や免疫は遺伝子

によって支配されており、この正常な遺伝子の発現を毎日繰り返す限りは免疫が低下する

ことはないからです。言い換えると、遺伝子を規則的に ON にしたり OFF にしている限り

は、免疫はいかなる異物に対しても勝てるようになっているのです。ところが生活のリズ

ムが崩れるとステロイドホルモンを大量に出し続け、正常な遺伝子の ON を無理やり OFF
に変えることによって免疫を低下させて、その間ヘルペスにもかかりやすくなり、体内に

既に居座っているヘルペスウイルスを増えてしまうのです。この増えたヘルペスをやっつ

けるために様々な症状が出てしまうのです。 
 
言うまでもなく現代の医療は全て免疫を抑える薬を投与するだけですから、私以外の医

者にかかってはならないのは言うまでもないことでしょう。ことわっておきますが、私は

患者を全て独占するために言っているわけではありません。現代の医療は全て免疫を抑え

るという間違った医療であるから伝えているだけです。） 
 
４か月に一度はヘルペス値を検査して体の現状を把握している。私の耳にどのくらいの

ヘルペスがいるのかは分からないが、いつか無くなると信じて煎じ薬を飲み続ける。 
 
（免疫が上昇してくれば、免疫を抑え続けたときに増えたヘルペスウイルスは必ず免疫

によって作られたヘルペスに対する IgG 特異抗体により殺されていきます。この IgG 抗体

の値をフォローすることによって、減れば減るほど人体からヘルペスウイルス抗体が減っ

ていくのです。なぜならば人体の免疫は敵がいなければ不必要な抗体を作り続けることは

絶対にないからです。） 
 

私にとって先生に出会えたことは幸運であり大変に感謝している。私の体験を同じ病に

苦しんでいる人に少しでも参考になればとこの手記を書いた。またメールアドレスも示し

ておく。cicocico@plum.plala.or.jp 

mailto:cicocico@plum.plala.or.jp


ありがとうございます。 
 
（私を信じてくれたこの匿名の患者さんに感謝します。現代の免疫学の全てを大学の免疫

学の先生以上に理解し、かつ延べ何十万人もの患者さんを診察してきた臨床経験に基づい

た様々な病気が治る証拠を持っていると私が主張しても、嘘だと言われればおしまいです。

医学者は特に嘘つきが多いので、私もその一人だと思われても仕方のない面があります。 
 
しかしこのような真摯な手記は私が嘘つきでないという事を証明してくれるのみならず、

同じように治らない病気を持っている患者さんに対して大きな励みと希望を与えることが

できるので、手記を書いてもらっているのです。私の医院には万を超える様々な難病の手

記があります。これらの手記が私の真実の医学の理論と一緒になって世間に知られ、この

世から人類の苦しみをなくしてしまうことに貢献できることを最大の幸せと考えます。本

当に素晴らしい手記をありがとうございました。） 
 コメント 2011/02/14 

        

平成22年2月3日 島根県 37歳 男 


